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植物の周囲には、植物成⻑を助ける共⽣菌やそれを阻害する病原菌など多彩な
微⽣物が存在しており、それがあたかも単⼀個体のような振る舞いをすることが
知られている（植物微⽣物超個体）。その中には、環境条件や宿主の遺伝背景に
依存する形で、感染戦略を共⽣型から病原型と連続的かつ可塑的に変化させる微
⽣物も存在する。このことから、これらの微⽣物の感染戦略やその連続性を⽀え
るメカニズムを理解することは、超個体の中で微⽣物の潜在的な病原性の発現を
抑えつつ共⽣効果を最適化させ、制御していく上で必要と考えている。
私は先述の試みの第⼀歩として、これまで炭疽病菌として知られていた

Colletotrichum属⽷状菌の中に、リンが⽋乏した環境においてアブラナ科植物に
リンを供給することで植物成⻑を促す共⽣菌Colletotrichum tofieldiaeが存在す
ることを発⾒した。⼀⽅で、C. tofieldiaeの菌株の中に、環境や宿主の遺伝背景
に応じて病原型から共⽣型へとその感染戦略を変化させる株が存在することを⾒
出した。続いて、その菌株の共⽣型から病原型への連続的な感染戦略の移⾏には、
単⼀の⽷状菌⼆次代謝物クラスター遺伝⼦の活性化が鍵であることがわかった。
さらに、この⼆次代謝物クラスターの活性化に伴い、植物ホルモンであるアブシ
ジン酸経路が植物の根で活性化されること、ひいては宿主植物の栄養状態が撹乱
され、植物成⻑が阻害されることが明らかとなった。以上から、⽷状菌の⼆次代
謝物クラスターは環境の変動に応じて、植物感染⽷状菌が共⽣から病原と連続的
な感染戦略を⽰すための根幹となっていることが考えられた。
本発表では、以上で得られた知⾒に加え、共⽣型のC. tofieldiaeがリンだけでな
く他の栄養が枯渇した環境下で⽰す共⽣効果やそのメカニズムについても共有し
たい。


